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当社紹介
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コーポレート･ビジョン

ＹＧ
健康保険組合

ブリヂストン
健康保険組合

ミツウロコ
健康保険組合

ヤマトグループ
健康保険組合

丸井健康保険組合

伊藤忠連合
健康保険組合

カルビー健康保険組合 京セラ健康保険組合
ジャパンディスプレイ

健康保険組合
資生堂健康保険組合

東京地下鉄
健康保険組合

ネスレ健康保険組合

日鉄物産健康保険組合

みずほ健康保険組合

日鉄物産システム
建築株式会社

「企業と人を元気にする。」
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当社紹介

設立日 2006年7月3日

主な事業内容 健康管理クラウド事業

健診ソリューション事業

医療機関等支援事業

資本金 12.9億円（2025年9月30日時点）

代表者

従業員数

代表取締役 松田泰秀

121名（2025年9月30日時点）

主要株主 SOMPOホールディングス株式会社

LHP Holdings, L.P. 

(ロングリーチグループ関連会社)

株式会社アドバンテッジ リスク マネジメント

株式会社ベルシステム24ホールディングス

伊藤忠商事株式会社

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

本社 東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル14階

大阪事務所 大阪府大阪市中央区博労町4-5-9 

本町太平ビル 2階

ウェルネス・コミュニケーションズ株式会社

Wellness Communications Corporation
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主要事業

健診ソリューション事業 健康管理クラウド事業

データ分析・利活用非構造化データ 構造化データ

残業時間･休暇データ

組織･人事データ

健診結果データ

ストレスチェック･各種サーベイ

産業医面談･保健指導

労基署報告･衛生委員会報告

医療機関検索・予約手配

健診費用 精算

健診結果 収集・データ化

全国に拡がる提携医療ネットワーク

全国47都道府県･約2,200施設の提携医療機関ネットワーク

法定健診･人間ドック等に関する業務を一括代行

構
造
化
さ
れ
た
健
診
結
果
デ
ー
タ

従来の健康管理に関わる業務量を最大80%削減（当社調べ）

データドリブン型の健康管理･健康経営を推進

売上高

1,232百万円
※

売上総利益

1,017百万円
※

営業利益

721百万円
※

売上高

12,539百万円
※

売上総利益

1,675百万円
※

営業利益

292百万円
※

※ 2025年3月期の実績（営業利益は全社費用配賦後の数値）
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沿革

SOMPOホールディングス㈱より

当社発行株式の51％出資を受

入。伊藤忠商事㈱とのJVによる

SaaS事業構造転換を加速。

2019

伊藤忠商事㈱の社内プロジェクト

として｢ヘルスサポートシステム」

事業を開始。その後､2006年には

伊藤忠商事㈱の100％出資子会社

として、当社設立。

2003

LHP Holdings, L.P. (㈱ロングリーチ

グループ関連会社)､㈱ベルシステム24

ホールディングス、伊藤忠テクノソ

リューションズ㈱の3社が当社へと

出資参画。

2023

メンタルヘルス･EAP業界大手の

㈱アドバンテッジリスクマネジメント

との資本業務提携により､5％出資の

受入と合わせて､販売に関わる連携を

開始。

2021

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

社内ベンチャー 経営基盤整備 成長基盤整備 事業構造転換創業期 事業育成期 成長推進期

2007

ISMS認証取得

健診予約センター開設

2008

 「健診5489.jp」リリース

健診情報サイト「＋wellness」をオープン

2013

健診結果に基づく情報提供配信サイト

｢チェック ＋wellness」をリリース

2015

伊藤忠テクノソリューションズ㈱と

共同で ｢おまかせ健康管理」事業開始

女性の健康支援に関する取組みを開始

2016

｢ネットワーク健康診断サービス」

全面刷新・｢i-Wellness」リリース

医療機関等支援事業（PET関連事業）開始

2017

株NTTドコモ､伊藤忠商事㈱と共同で､

健康管理アプリ「Re:Body」を開発しリリース

2018

クラウド版「ヘルスサポートシステム（現：Growbase）」リリース

SOMPOリスケアマネジメント㈱（現：SOMPOヘルスサポート㈱）と

業務提携契約を締結

2023

｢ヘルスサポートシステム」のブランド刷新及びCI刷新

｢Growbase」に名称変更

2024

RIZAP㈱との協業により新バリューパックの販売を開始

2003

｢ヘルスサポートシステム事業

（現：健康管理クラウド事業）」

開始

2006

｢ネットワーク健康診断サービス事業

（現：健診ソリューション事業）」開始

2025

東京証券取引所グロース市場に新規上場
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マネジメントチーム紹介

監査役

クラシル㈱常勤監査役。㈱LITALICOにて、内部
監査室長、常勤監査役、常勤取締役監査等委員
を経て、複数の事業会社で取締役監査等委員や
監査役に就任。(公社)日本監査役協会常任理事。

宗司 ゆかり

監査役/弁護士/米国公認会計士

外資系銀行に入行後、大手監査法人(米国)で
の業務経験を経て､佐藤経営法律事務所を開設。
複数の上場会社の社外取締役、社外監査役に
就任。

佐藤 孝幸

常勤監査役

伊藤 信弥

日本火災海上保険㈱入社後、損保新商品の
企画、主務官庁折衝、事務・システムの要件
定義、販売ツール作成などのマーケティング、
販売管理を経て、事業会社の経営や監査業務に
従事。

取締役

㈱クレディセゾン、カルビー㈱、㈱メンバーズと業種の
異なる上場企業で人事担当取締役、CHROなどを
務めた後、HR系ベンチャーの事業支援の他、㈱コロ
プラ、静岡鉄道㈱の社外取締役などを兼任。

武田 雅子

取締役

ニチメン㈱、ボストンコンサルティンググループを経て
損害保険ジャパン日本興亜㈱入社。介護事業に
M&Aから携わり、SOMPOホールディングス㈱
執行役員SOMPOウェルビーイング担当、RIZAP
㈱取締役執行役員を兼任。

並木 洋平

取締役/弁護士

ヤフー㈱、佐藤総合法律事務所、三浦法律事務
所を経てOLD NEW THINGS法律事務所を設
立、パートナー弁護士。2021年6月に当社の社
外取締役に就任。㈱カミナシ社外監査役、モノ
グサ㈱社外監査役などを兼任。

尾西 祥平

松田 泰秀

代表取締役社長

伊藤忠エレクトロニクス㈱に入社後、同社在籍中に

当社に出向、2010年に転籍。主要事業の一つで

ある「ネットワーク健康診断サービス」の法人営業・

サービス運営・カスタマーサポート部署の部長を歴任。

2020年より当社執行役員として、経営企画・経営

管理を管掌し、2024年6月より現職。

取締役

佐々木 雅之

伊藤忠商事㈱に入社後､20年超にわたり､主に、

国内外における、IT･ヘルスケア関連領域における

事業開発･営業・事業経営等に従事。2003年には､

伊藤忠商事㈱の社内ベンチャー制度下でヘルス

サポートシステム(現：Growbase)を企画開発し､

2006年に当社創業。2016年4月に代表取締役就任。
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ハイライト（2025年3月期）

※1：健診ソリューション事業の会社属性及び健康管理クラウド事業の会社マスタの登録数のうち、現在取引中の健診ソリューション事業1,710社及び健康管理クラウド事業1,830社の合算値（両事業で取引している場合は、複数カウント）

※2：2025年3月末現在における健診ソリューション事業及び健康管理クラウド事業の売上高に占めるストック型課金売上高の比率の平均

※3：健康管理クラウド事業における値。当月度解約顧客数÷前月度利用顧客数により算出された月次チャーンレートの平均値

※4：健康管理クラウド事業の2025年3月期における既存顧客のストック型売上高継続率。2025年3月期ストック型売上高÷2024年3月期ストック型売上高で計算。なお、2024年3月末時点の既存顧客のストック型売上高のみから算出

契約企業グループ数 ※1

94.7％ 114.0％

チャーンレート ※3

0.16％

NRR ※4

ストック型売上高継続率

売上高

14,057百万円

営業利益

1,109百万円

2025年3月期末現在

2025年3月期

2022年3月期～2025年3月期の月次平均

2024年3月期-2025年3月期

2025年3月期

2025年3月期

エンタープライズに強み

安定した収益基盤

健康管理クラウド(Growbase)が

成長を牽引業 績

健康管理クラウド事業

448
3,540

企業グループ

社

ストック型売上高比率 ※2

健康管理クラウド事業
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過年度業績推移
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過年度業績推移
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対面する市場環境
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高齢化・人口減少社会において企業経営・企業人事部門に求められる

「デジタル化」と「働き手・働き方の多様化」

総務省統計局「人口推計（2023年10月1日現在）」

28 25 24 27 27 26 22 20 18 17 16 15 15 13

60 66 71
75 78 82 86 87 86 84 81

77 75
73

5
6

7

8
10

12 14 18 22 25 29
33 36

36
93

98
103

111
117

121 123
125 126 127 128 125 126

123

1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2024

0～14歳 15~64歳 65歳以上

国内総人口の推移（単位：百万人)

（リクルートワークス研究所「未来予測2040」）

(厚生労働省「令和3年3月新規学卒者の離職状況」)

(IMD「世界デジタル競争力ランキング2024」)

2040年の国内労働力

新規大卒者の

3年以内離職率平均

日本のデジタル競争力

1,100万人不足（見通し）

34.9%

31位

(内閣府「令和6年度年次経済財政報告」)

短時間勤務利用率

31.4%（正社員女性）

デジタル化の遅れ労働人口の減少

人材の流動化 働き方の多様化

企業経営・人事部門が抱える課題

高齢化･人口減少社会において求められる企業経営
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コーポレートウェルネス市場は、企業経営にとってのMust Have

おりく• 時間外労働(残業)の上限規制

• 同一賃金・同一労働の実施など

働き方改革関連法

• 年次有給休暇の取得義務化

• 全国広域に拠点展開する企業の健診への対応

• 生活習慣病関連医療費増加への対策強化

• がん罹患率の上昇に伴うがん対策の強化

• 社会保障費増加に伴う疾病･介護予防の推進

• 精神疾患による休職者･自殺者増加への対策強化

• 世界規模での感染症パンデミック対策の強化

産業構造･

社会の変化

• 女性活躍への対応（婦人科疾患対策など）

• 労働者の高齢化への対応（機能低下対策など）

• 外国人労働者への対応（多言語対応など）

• 地方の健診･医療施設減少への対策

• 中小企業での採用難・事業承継難への対応

• 出産/育児支援、介護/治療と仕事の両立支援

人手不足･

少子高齢化

• デジタル化の推進・データ利活用の促進

• 情報セキュリティ対策の強化

• 過重労働対策の強化・働き方多様化への対応

• エンゲージメント･プレゼンティーズムの向上

• 医師･看護師･保健師等の事務負担の軽減

DX遅延

生産性向上

• 定期健診の実施

• ストレスチェックの実施

• 健診結果の経年保管

• 衛生管理者、産業医の選任

• 過重労働対策の実施

• 産業医による面談の実施

• 労働基準監督署への報告

• 職場巡視・熱中症対策 など

労働安全衛生法 常時50人以上の労働者がいる事業場で義務化

• 特定健診･保健指導の実施

高齢者医療確保法 健康保険組合等、医療保険者に義務化（40－74歳）

金融商品取引法 有価証券報告書に人的資本情報の開示が義務化

• 女性管理職比率

• 男女間賃金格差

• 男性育休取得率

法
令
対
応
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応

社
会
変
化
へ
の
対
応
・
人
手
不
足
へ
の
対
応

従業員の健康管理に求められる法令対応から、労働者や働き方の多様化への対応まで

企業経営の責任・企業人事の業務負担が拡大
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主要事業紹介
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健診ソリューション事業：健診ポータル

i-Wellnessの画面イメージ

健診受診者マイページ
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健診ソリューション事業：健診ポータル

i-Wellnessの画面イメージ

医療機関検索・予約
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健診ソリューション事業：健診ポータル

i-Wellnessの画面イメージ

健診結果管理
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健診ソリューション事業：健診ポータル

i-Wellnessの画面イメージ

健康管理担当者･産業医向け画面

トップページ

健診進捗状況管理
台帳･帳票出力
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健診ソリューション事業：健診結果のデータ化･判定統一化

A B1~2 B3~4 C1

異常なし 生活改善

A1
異常なし

A2
有所見健康

A3
生活注意

B1
要経過観察

医療機関ごとに異なるフォーマットの各種健診結果を統一できるプラットフォームを独自に構築

医療機関

①

医療機関

②

統一判定記号

検査結果を統一したデータに

異なる判定記号や正常値の範囲（イメージ図） 異なる媒体での発行（イメージ図）

統一のフォーマットに

医療機関 ① 医療機関 ②

健康診断結果

紙

書式や判定記号がバラバラの健康診断結果
統一フォーマットに変換し活用

健康診断結果

データ
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健診ソリューション事業：婦人科健診受診率の向上

女性医師の担当日やレディースフロア有無等による医療機関検索 女性の健康をテーマとした各種コンテンツ

※オフラインセミナーの様子

女性役員･管理職比率向上に向け婦人科健康支援セミナー開催 デザインを重視した受診勧奨ツールを作成
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健康管理クラウド事業：  の主な機能

産業保健スタッフ
産業医･保健師 従業員

ストレスチェック

疲労蓄積度チェック

健診結果管理

人事データ連携

健診結果データ登録

勤怠データ連携
人事システム 勤怠管理システム

医療機関

健診結果データ自動連携

健診ソリューション事業を
導入いただいている場合

集計・分析

面談･指導記録

産業医判定

産業医面談・保健指導
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健康管理クラウド事業：  の特徴

従業員の健康状態や健診結果をまとめて

管理するには人手や時間が足りない…

健康管理システムを導入したい！

でも…

法令改正などがある度に

システムの機能改修が必要になる…

従来の業務量80％削減

紙からクラウドへ移行し
数クリックで業務完了

※当社調べ

使いやすいUIで簡単操作

初めての方も直感的に使える
主要機能でオートナビも採用

カスタマイズ要らず

豊富な標準機能と自由度の高い
マスタ設定機能で導入負担を軽減

自社に合うシステムはどの部分を

重視したら良いのかわからない

高度なセキュリティ

アクセス権限や二段階認証、
不正侵入検知システムなど

大事な個人情報を

安心して管理したい
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定量面からみた、主要2事業の当社における位置づけ

成長エンジン
高い利益率で成長ポテンシャルが期待できる事業

健康管理クラウド事業

売上総利益

（単位：百万円）

営業利益

健診ソリューション事業

強固な収益基盤
全社の成長投資の源泉となる安定した収益事業

（単位：百万円）

売上総利益 営業利益

※営業利益は全社費用配賦後の数値

1,046

1,217

1,453
1,565

1,675

162
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286 276 292
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423
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1,017
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主要2事業のポジショニング

「高い精度のデータ化機能」×「データ管理･可視化･分析･利活用システム」で競争優位性を磨く

約20年間にわたり、顧客ニーズを踏まえた機能拡充や

法令改正対応を継続したSaaSプロダクト

システム

タ
ー
ゲ
ッ
ト

大手SIer

スタートアップ

S
a
a
S

オ
ン
プ
レ
ミ
ス

Smal l

Enterprise

企業人事部門に強みを持ち、高い精度の

健診結果データ化機能を有する健診ソリューション

ビジネスモデル

タ
ー
ゲ
ッ
ト

健保･人事BPO

福利厚生代行福
利
厚
生
等 

総
合
型

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
専
業

Enterprise

Smal l

健康管理クラウド事業健診ソリューション事業
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当社の強み
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強み①：健診(健康データ)を起点としたユニークなビジネスモデル

運動
食事改善

睡眠改善など

ストレス
チェック

健康経営
健康関連SDGs

計画策定

蓄積されたデータの循環・拡大

イメージ図：「コーポレートウェルネスの川」

保健
指導

産業医
判定

医療 精密･
再検査

産業医
面談

労基
報告

衛生
委員会

健康診断

分析
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強み②：大企業顧客基盤 （導入事例）

様々な検索条件でデータ抽出 就業判定等、様々な作業に活用

面談記録の内容からデータ抽出 面談者の傾向と対策に活用

導
入
目
的
・
決
め
手

• オンプレシステム → SaaSへの切り替え

• 独自業務を標準化したい

• 健保加入事業所の一部が既にシステムを利用していた

みずほ健康保険組合 様
健康管理対象者数：約61,500名（2025年3月現在）

こ
れ
ま
で
の
課
題

• オンプレでのシステム構築を行っていた為、OS環境に依存し、
毎年システム改修等が発生していた

• 独自の健診結果処理ロジックがあり、多大な労力がかかっていた

• 検索条件、抽出条件が限定的だった為、抽出できない項目があった
また、固定帳票が多く、活用しにくかった

• 産業医面談等の記録に紙を使用していたためデータの分析ができなかった

導
入
後
の
効
果

• SaaSへの切り替えができたことで、OS環境への依存がなくなり、
メンテナンスコストの削減もできた

• 健診業務の標準化により、作業の効率化、時間短縮を実現できた

• 検索条件、抽出条件の設定が可能で、抽出データをExcel化できる為、
用途に応じて帳票を作成できるようになった

• 面談結果もデータ抽出でき、分析が可能となった

内製したオンプレシステムから、SaaSへの切替え
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強み②：大企業顧客基盤 （導入事例）

導
入
目
的
・
決
め
手

• 健診業務の効率化

• 健診予約をスムーズに行えること

• 被扶養者健診の受診率アップ

こ
れ
ま
で
の
課
題

• 全国各地の医療機関との契約、支払い業務の手間、また、各医療機関
から送られてくる健診結果フォーマットの統一化作業に手数を要していた

• 健診予約は各事業所で個別に工夫して対応

• 被扶養者健診は、巡回健診サービスを健保事務所宛FAXで受付対応をしていた

導
入
後
の
効
果

• 健診予約や支払いに関する手間が軽減され、健診結果についても医療機
関によって異なるフォーマットを一元化してデータ納品されるので作業
負荷が軽減された

• スマホにも対応した予約サービスを全事業所に提供し、予約状況も
リアルタイムで把握でき、リマインドメールによる受診率も上昇した

• 被扶養者の健診受診率は、健康保険組合連合会が47.5%※1であることに
対して、70.0%を達成（22年度実績）

YG健康保険組合 様

健康診断出荷数：約19,300件（2025年3月現在）

※1：健康保険組合連合会「令和 4 年度 特定健診・特定保健指導の実施状況」

健診ソリューションに続き、健康管理クラウドを導入

資生堂健康保険組合 様

健康管理対象者数：約19,500名（2025年3月現在）

更
な
る
導
入

• 全国の各事業所における健診実施業務の効率化が進み、判定が統一化

された健診結果によって、健診結果有所見者へのフォローアップ等、

健診実施後の事後措置対応を強化することを目的にGrowbaseを導入

• 二次検査受診勧奨を一元的に実施できることや労基報告用集計等の業務

効率化も進む

導
入
の
経
緯

全国（北海道から沖縄）に拠点が点在しており、各エリアの健診

担当者が人力で健診の予約調整・手配をしていたことから、ネット

ワーク健診を導入

ネットワーク健診サービス導入の経緯

Growbase導入へ

グループ会社・事業所ごとの健診業務を集約
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強み②：大企業顧客基盤 （導入事例）

導
入
目
的
・
決
め
手

• 健診状況の可視化や、事後措置対応等の効率化を図りたい

• ストレスチェックを実施したい

シダックス株式会社 様

健康管理対象者数：約16,000名（2025年3月現在）

こ
れ
ま
で
の
課
題

• 元々従業員に健診後の健診結果報告を入力させていた為、個人の負荷が
とても大きかった

• パートやアルバイトが多数在籍しており、ストレスチェックの受診率が
低かった

導
入
後
の
効
果

• 導入1年程度で全国の従業員の健診データを一元管理する事が出来、就業
判定業務等の効率化が実現できた

• 50人未満の事業所に配属されている対象とした従業員に対してもストレス
チェックの受検をさせることができるようになった

• 今後は上司機能を活用して、健診受診率及びストレスチェック受検率の向
上を図っていく

導
入
目
的
・
決
め
手

• 医療データの一元化

• ペーパーレスによる作業効率化の実現

センコーグループホールディングス 様

健康管理対象者数：約25,200名（2025年3月現在）

こ
れ
ま
で
の
課
題

• 健診機関も多く、管理が難しい。また判定結果も様々なので集計・
分析が困難な状況

• 異動者が多く、全国に駐在している看護職同士の引継ぎ作成に手間
がかかっている

導
入
後
の
効
果

• データを統一基準に沿って管理でき、集計が楽になったことで健康優良法
人の認定を受ける為の書類作成工数が削減できた

• 全国どこからでも情報にアクセス、集約ができるため情報管理リスクや作
業工数の削減ができた

• 一般職とドライバー職の判定基準を分けて管理することでより社員に合わ
せた健康管理の実現が可能になった

異動の度に発生する従業員別情報の引継ぎが効率化 導入1年で、全国の社員の健診データ集約を実現
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強み③：健診ソリューション事業における健診結果データ化機能

平均約1ヶ月

（納品までの期間）

※1：AI-OCRとは、AI（人工知能）を用いたOCR（Optical Character Reader、光学文字認識）技術のこと

※2：精度の結果は2021年度当社実績。なお、各精度に記載されている数値は、紙から電子化を行った健康診断結果数を母数として、当該工程によって標準化・有効化された健康診断結果数の割合を示す

健康診断受診

納品

紙 ⇒ 電子化

エラー検知

1次精査

データ照会

2次精査

紙で届いた健康診断結果をデータ化し納品 AI-OCR※1と専門スタッフによるチェックで99.99％の精度を誇る

6,000種のエラー検知機能を実装
項目の過不足、異常値、判定の不備をチェック

専門スタッフによるエラーチェック

医療機関への照会

専門スタッフによるエラーチェック

約5,000種類以上の健康診断結果報告書
AI-OCR※1を活用し、電子化･判定統一化

70~75％

75~80％

85％

99％
※検査結果の正確性を

確保するもの

AI-OCR×入力ツール
AI

人

99.99％

標準化･有効化されたデータ※2

99.99％

速報性 品質・精度

全国の提携医療機関から、素早く健診結果データを収集し、高い精度・品質でデータベース化

健診結果データの
精 度を上げる ※
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強み④：あらゆる業種業態･規模の企業に対応したGrowbaseの機能

1.6
5.0 5.4 5.4 5.4 6.8 7.3 7.9 8.6 10.6

15.1 17.3
21.3 22.7

29.1

53.4

64.5

86.2

118.9

148.9
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120.0
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2005/3期 2006/3期 2007/3期 2008/3期 2009/3期 2010/3期 2011/3期 2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期 2017/3期 2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期

（単位：万）

GrowbaseID数

174.4万ID

紹介状機能、スタンダード版リリース
Microsoft AzureAD SSO連携 

意見書ワークフロー機能リリース
保健指導面談Zoom、労基報告e-GOV連携 

ナビゲーションツールTechtouch連携、新型コロナウイルス
ワクチン接種予約管理、保健指導面談Teams、Microsoft365連携 

HENNGE One SSO連携、 WingArc1st Motion Board連携

人事管理システム連携

特健業務歴機能強化、第3期、第4期特定健診・保健指導対応リリース

多言語対応、休職者管理機能リリース

174.4

（2025年3月末時点）

法令改正対応等はもとより、導入企業の声を反映しながら、直近6年間でも1,526機能をリリース
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成長戦略
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成長戦略 全体像

未開拓企業や市場開拓の加速・Growbaseを基盤とした顧客単価の拡大に取り組み

事業アセットを活用した新規事業開発（M&A含む）に注力

既存 新規

企業や医療機関の活用や

データ利活用による事業開発の推進

機能拡充・生成AI活用

プラットフォーム化

新
規

既存領域の強化・中小企業の開拓・

企業人事以外(大学・官公庁等)への展開

ヘルスケアデータ大手顧客基盤
既
存 提携医療機関

成長戦略 ①
（短期）

持続的成長のための顧客・ID数拡大 成長戦略 ③
（中期） 価値創出に向けた事業ポートフォリオ拡大

成長戦略 ②
（短期）

高付加価値化による収益力の向上

高付加価値化（機能強化・サービス拡充など）

顧
客
数
拡
大
・
市
場
開
拓
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成長戦略①：大企業市場の深耕・拡大

成長エンジンである健康管理クラウド事業のEP・Large企業市場におけるシェアは

まだ１割程度に留まり、顧客拡大のポテンシャルを大きく有する

Enterprise

Large

Medium

Small

Future

従業員規模：5,000人以上

企業数 ：653社

従業員数 ：881万人

従業員規模：1,000～4,999人

企業数 ：3,975社

従業員数 ：778万人

Enterprise

Large

Medium

Small

Future

約1,485万ID
仮に従業員規模1,000人以上の企業全てを対象にした

Growbase ポテンシャルID数※2

約174.4万人

GrowbaseID数※1

エンタープライズ市場の顧客拡大ポテンシャル

約1,660万人

従業員規模

1,000人以上の

企業を対象にした

総従業員数

※1：2025年3月末時点

※2：当社が想定する最大の潜在的なID数を意味しており、当社が2025年12月現在で営む事業に係る客観的な顧客規模を示す目的で算出されたものではありません。

総務省統計局「令和3年経済センサス－基礎調査」（2024年6月25日公表）
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成長戦略①：グロース・中小企業市場の開拓

70％

協会けんぽ※1

約 550万円

資本金 1 億円未満

約

57％
ITツール・システムを
企画・導入開発できる
人材を確保できていない

約

6.50倍

従業員300人未満

約

57％

IT人材の確保について
採用・育成する
体制が整っていない

約

コーポレートウェルネスにおける中堅・中小企業の課題

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社「健康診断・人間
ドック、がん検診等、医療受診に関する意識調査2021年版」

※1：主に中小企業の従業員とその扶養者が加入

※2：主に大中規模の従業員とその扶養者が加入

※3：2021年3月までの予定含む

財務省「法人企業統計年報特集(令和3年度)」

株式会社野村総合研究所「令和2年度中小企業のデジ
タル化に関する調査に係る委託事業報告書」

株式会社リクルート
｢第41回ワークス大卒求人倍率調査(2025年卒)」

80％※3

健康保険組合※2

約

1,360万円

資本金 10億円以上

約

0.34倍

従業員5,000人以上

約

1人あたりの付加価値額（労働生産性）

人手不足・採用難（大卒求人倍率） IT人材の確保/IT人材確保の課題

健康診断受診率

中堅・中小企業向けの健康管理クラウドシステム

再検･精検 受診勧奨代行

健康経営優良法人申請

健診案内･予約･精算代行健診結果データ化

産業医･保健師業務受託

衛生委員会運営支援

サーベイ･集計･分析代行

福利厚生代行･団体保険

健康管理・健康経営を支援するソリューション

大企業に比べて、人手不足や福利厚生面での未整備などの課題に直面する中堅･中小企業向けに

健康管理BPO＋SaaS（Growbaseネクスト）を展開する
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成長戦略①：グロース・中小企業市場の開拓

etc.

etc.

セルフエステ

セルフ脱毛

マッサージチェア

ゴルフ・カラオケ
（一部店舗）

健診結果管理

長時間労働管理

ストレスチェック

トレーニングマシン

セルフホワイトニング

労基報告

産業医選任
※有償オプション

福利厚生 法令対応
（健康管理）

従業員1人あたり月額1,000円

例）従業員50人の場合 月額50,000円
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成長戦略②：Growbaseの機能拡充等による高付加価値化･顧客単価向上

従業員ウェルネスに関するあらゆるデータを集約・利活用できるプラットフォーム化を推進し

コーポレート・ウェルネス市場の深堀を目指す

健康診断結果

面談･保健指導記録

就労(勤怠)データ

ストレスチェックデータ

etc.

データに基づき
健康管理を個別化･最適化

ダッシュボードで視認性高く閲覧でき、
様々なソリューションと結びつけることが可能

研 修 ･ 教 育

健 康 経 営 ® 支 援

医 療

治 療 と 仕 事 の 両 立 支 援

運 動 ･ 食 事 ･ 睡 眠

福 利 厚 生

保険

身近に使う
健康管理業務ポータル化

データ分析機能の強化
組織・個人にとって最適な

ソリューション提供

産 業 医 ･ 保 健 師 紹 介
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成長戦略③：データ利活用 セルフマネジメント支援

健康課題やニーズは多様化し、セルフメディケーション（セルフマネジメント）の時代へ
Growbaseにある一人一人のウェルネスデータに基づき、最適なサービスへと繋ぐ

健康相談
オンライン診療

フィットネス
コンディショニング

栄養指導

健康セミナー
eラーニング

セカンドオピニオン
医師紹介

感染症等
予防接種予約

サプリメント
機能性食品購入

セルフチェック
サーベイ

医療保険
休業補償保険
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成長戦略③：AIエージェント実装

生成AIを活用した健康診断結果のデータ化を高度化・効率化するのPoCを継続

健診データの非構造化データをAIエージェントで構造化・標準化

企業向けの健康管理サービスへ連携

分 析 ・ 利 活 用構 造 化 ・ 標 準 化非 構 造 化 デ ー タ の 収 集

AIエージェントの活用

推論・計画・メモリー・

意思決定・学習・適応など

• 人事データ(所属･役職･個人データ)

• 身長･体重(体組成)･血圧･診察データ

• 心電図･画像検査(X線/CT等)データ

• 生活習慣問診･病歴･服薬データ

• 血液検査･尿検査データ

• 内視鏡検査･超音波検査データ

• 業務効率化、コスト削減

• 組織･人事データ

• 残業時間･休暇データ

• 産業医面談･保健指導

• 健診結果データ

• ストレスチェック･各種サーベイ

• 労基署報告･衛生委員会報告



⚫ 本資料は当社の業績に関する情報提供を目的としたものであり、当社が発行する

有価証券の投資勧誘を目的としたものではありません。

⚫ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手

している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいております。

⚫ 実際の業績等は様々な要因により、大きく異なる可能性があります。

お問い合わせ先 ウェルネス・コミュニケーションズ株式会社 IR担当 ｜ E-mail：ir@wellcoms.jp
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